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1モビリティとモダニティ
――近代はいかなる意味で移動的か――
Mobility and Modernity: What kind of mobile society is modern society?



























あると述べ、それを「移動複合体（mobility complex）」とよんでいる（Urry 2007 : 195, Elliott&Urry 

















mobility continuum）と規定している。まず、a. 家と庭周辺の毎日の移動から始まり、b. 仕事、学校、
娯楽、買物、社会活動のための日常の短距離移動、c. 規則的な長距離移動、d. 二つの家のあいだ
で週、月、年ごとに繰り返される移動（長距離通勤、一人暮らしの学生の帰郷、二親のあいだを
往復する子供）、e. 家から離れる長期休暇、f. 同じコミュニティ内の引越し、g. 国内の長距離移住、
h. 国外移住、i. ヴァーチャルな移動が、相互に連なっていくものとして類型化されている（Pooley 
et 2005 : 3）。
一方、社会学では、空間移動を移動期間の長さや生活領域からの距離によって、a. 日常移動、b. 旅
行、c. 引越し、d. 移住の四つに整理している（Kaufman 2002 : 40-41）。
また、移動主体や移動目的によってより細分化して整理する場合もある。a. 避難者やホームレ
スの移動や移住、b. 商売や職業上の移動、c. 若者の発見旅行、d. スパや病院を目指す医療的な移動、
e. 軍事的移動、f. 引退後の旅行、g. 付き添い旅行、h. 有力者を頼った移住や移動、i. 奴隷を含むサー
ヴィス労働者の移動、j. 観光旅行、k. 友人・知人への訪問、l. 通勤を含む仕事関連の移動などであり、

























より社会科学や人文科学の領域へと拡大適用された（Cresswell 2006 : 24）。この「抽象化された運































































































































境 界 体 験
ミナリティが付与されることもある（Van Gennep 1909 ＝ 1977 : 22）。また、そうし
た定住と移動の相互運動（構造とコミュニタス）を、社会秩序の変容や構造化として位置付ける




















されて理解されていた。しかし、移動は、19 世紀から 20 世紀にかけての複製技術と科学思想の






1 秒のシャッタースピードをもった写真機を使うことで、毎秒 35 フィート、1 マイル 2 分 27 秒
で走る競走馬を撮影した。1878 年にはその競走馬を 21 インチ間隔で線引きした背景の前で走ら
せ、12 台の写真機で連続撮影することに成功する。これ以降、ムイブリッジは、同じ装置と手
法を用いて人間の動作を撮影しはじめる。一回限りで一体化した動きの世界を止めて可視化する



























human machine」から、内在する自然エネルギーの増減として作動する「人間原動機 human motor」






























長してきた (Relph1976 ＝ 1999 : 210)
　没場所性とは、どの場所も外見ばかりか雰囲気まで同じようになってしまい、場所のアイ
デンティティがどれも同じようなあたりさわりのない経験しかあたえられなくなってしまう





























































そ空間を克服するために資本に開かれた唯一の手段なのである」（Harvey 1985 ＝ 1991 : 66）。し
たがって、資本主義体制のもとでは新たな交通システムが開発され続けることになる。とりわけ
20 世紀以降において重要なのは自動車である。
アーリによれば、鉄道システムを中心とした「組織化された移動」は、20 世紀から 21 世紀に
かけて「自律・自動化した移動（automobility）」へと再編成された。「自律・自動化した移動」とは、
自動車に代表されるように、個人的でフレキシブルでありながら、同時に全体としてみると強制

















20 世紀から 21 世紀の資本主義経済の主要セクターを構成しており、T 型フォードや GM のキャ
デラックやシボレーは消費社会の生活様式（way of life）を代表する商品でもある。この商品の周
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辺には、免許交付制度、交通法規や取り締まり、燃料供給、道路建設と維持、ロードサイドビジ
ネス、販売店や修理工場、その他広告宣伝や郊外化を促進する都市計画まで、広く技術的・社会






































































































において獲得する過程として意味付けたのである（Van den abbele1992 : xxviii）。















































































































































2） たとえば、1900 年代から 2000 年代のイギリスにおける日常移動の量的・質的な経年変動を分析した『20
世紀は移動の世紀か？』によれば、仕事のための移動距離や自動車による移動距離は急増しているが、
ほとんどの日常移動は短距離で、ローカルエリアに集中しており、子供の活動範囲、勉学や仕事の移

















































ビー、都市のカフェ、船、バスのようなものになるのです」（Clifford1997 ＝ 2002 : 36）。
 　また、ラーセンらの調査によれば、近年の旅行の傾向として、親族や友人を訪ねるという形式が重
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